
  

この度の画面改修では次のフォームを変更しております。 
１．手術日フォルダ内の画像評価フォーム（旧：経食道エコー(TEE)評価フォーム） 
２．手術日より 45 日後、6 か月後、1年後、2 年後、3年後フォルダ内の画像評価フォー

ム（旧：経食道エコー(TEE)評価フォーム） 
３．手術日フォルダ内のWATCHMAN 機器情報フォーム 

下図の赤枠内が変更項目です。ご確認ください。 
 
１．手術日フォルダ内の画像評価フォーム（旧：経食道エコー(TEE)評価フォーム） 

 

①追加項目のご説明 
何らかの理由でＴＥＥを施行できない患者さんで本治療が実施される場合には、術前の左

心耳評価は CT、施術時は心腔内エコー、術後のデバイス血栓の評価も CT ということがあり
えます（以前アナウンスさせていただきましたように、添付文書はＴＥＥガイド下での施術
を求めており、心腔内エコーガイド下での施術は各施設の倫理委員会の承認が必要です）。そ
のため、現在「経食道エコー(TEE)評価」としている項目は TEE 以外のデータも登録できる
ようモダリティを選択する項目を設定しました。また、手術日の記録がない場合は手術日よ
り前のデータを登録できるようにしました。術前画像評価の登録の際は、次の優先順位で登

術前（180日前まで）の TEE 
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録をお願いします。 
【最優先】手術時の TEE 
【優先】手術時に TEE 施行していない場合、術前（180 日前まで）の TEE 
【可】手術時も術前も TEE 施行していない場合、術前 CT、手術時に ICEなどその他の方法 
 
②既に登録されているデータについて≪重要≫ 
 「フリーズ済」になっていない症例は、「評価方法」と「評価日」を追加入力して下さい
（「評価方法」でその他を選択された場合は「その他の場合、詳細」も入力）。 

 
 
 
 
フリーズの確認方法 

ステータス一覧をご確認いただき当該フォームの「フリーズステータス」欄をご確認ください。 

 

１） 「フリーズ済」の症例 

 
  ※フリーズステータス欄が「フリーズ済」になっています。 

データの入力修正ができません。  

 
 
２） 「フリーズ済」になっていない症例 

 
※フリーズステータス欄が「フリーズ済」になっていません。 

データの入力修正が可能です。 
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２．手術日より 45日後、6 か月後、1年後、2年後、3年後フォルダ内の画像評価フォーム 
（旧：経食道エコー(TEE)評価フォーム）

 
① 追加項目のご説明 
手術日より 45 日後、6か月後、1年後、2年後、3年後の画像評価に関しても TEE 以外の

データを登録できるようモダリティを選択する項目を設定しました。旧項目「経食道エコー
を実施しましたか」は「画像評価を実施しましたか」に定義変更しております。また、モダ
リティによってはシャントのサイズや向きを捉えられないため「評価困難」を追加しており
ます。 

 
② 既に登録されているデータについて≪重要≫ 
 「フリーズ済」になっていない症例につきまして、「画像評価を実施しましたか」が「は
い」にチェックされている場合は、「はいの場合、評価方法」を追加入力して下さい（その他
を選択された場合は「その他の場合、詳細」も追加入力）。「画像評価を実施しましたか」が
「いいえ」にチェックされている場合、「CT」「その他」での画像評価を実施していないか再
度ご確認のうえ該当する場合は「はい」に変更いただき展開された項目の追加入力を進めて
下さい。 
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３．手術日フォルダ内のWATCHMAN 機器情報フォーム

 
ご説明 
現在市販されているデバイスは今後新たなデバイス「WATCHMAN FLX」に切り替わる予定
です。そのためモデルサイズ項目に「WATCHMAN FLX」のラインナップを追加しました。 
 
 
ご不明な点などございましたら下記までお問合せ下さい。 
J-LAAO レジストリ事務局支援担当：prj-jlaao-jimukyoku@eps.cp.jp 
 

 
以上 
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